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僕たちはヒーローに
なれなかった。

大ヒット映画『僕たちは世界を変えることができない。』から8年

株式会社あさ出版（代表取締役：佐藤和夫、所在地：東京都豊島区）は、葉田甲太 著『僕たちは
ヒーローになれなかった。』を2019年11月22日（金）に刊行いたします。

本書は、向井理さん初主演(葉田甲太役)で、東映より映画化され話題にもなったノンフィクション
小説『僕たちは世界を変えることができない。』（小学館）の8年後を描いています。

社会人になった著者が、学生時代には感じなかった、苦労や挫折に衝突しながらも前進していく
物語です。カンボジアでの挫折、川原先生の言葉、沖縄の女子中学生との出会い、さまざまな
出来事が“カンボジアに新しい病院を建てる事”の実現へと著者を導いていきます。

本書の印税は、すべてＮＰＯ法人あおぞらを通じて、タンザニア病院建設プロジェクトなどに寄付されます。

向井理さん 推薦コメント

献身とは何か

愚直に自分と向き合う医師の現在進行形の物語

ボランティア

刊行日：2019年11月22日（金）価格：1,300円（税別）
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書籍名『僕たちはヒーローになれなかった。』

【著者プロフィール】葉田甲太 （はだ・こおた）

医師（総合診療医）。NPO法人あおぞら代表。関西学院大学 非常勤講師。1984 年、
兵庫県生まれ。
2005年、大学生の時に150万円でカンボジアに小学校が建つことを知り、仲間ととも

に実現。その体験を綴った『僕たちは世界を変えることができない。』（小学館）は
東映より、監督：深作健太、主演：向井理で映画化された。
2014年にカンボジアの僻地で赤ちゃんを亡くしたお母さんと出会い、離島や僻地で

総合診療医として勤務し、2018年2月にカンボジア僻地、バンティ・ミエンチャイ州に
サンブール保健センターを建設。2019年5月より「タンザニアに新病院を開院し、5万人
の命を守るプロジェクト」を開始。
著書、『僕たちは世界を変えることができない。』、『それでも運命にイエスとい

う。』（ともに小学館）は台湾や韓国でも出版され、累計10万部となっている。
2018年地域支援大賞受賞。
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『僕たちは世界を変えることができない。』が累計10万部を突破して、映画も大ヒットして、主演の向井理さんたち
にも会えた。テレビやラジオなどたくさんのメディアからインタビューを受け、日本全国で講演もした。有名人

になったみたいだった。ただただ調子に乗っていた。僕はもしかしたらすごい人なんじゃないかと思っていた。

有名人になったみたいだった。ただただ調子に乗っていた。

『僕たちはヒーローになれなかった。』ダイジェスト

まずは自分のやれることをやりなさい。

僕は何をしたかったんだ？

今から8年前、川原さんは、医療関係者がいなかったガダーレフ州シェリ
フ・ハサバラ村で、州の保健知事の要請を受け、１人で診療を開始した。
僕は、その川原さんが支援されている村に行った。
その日、僕たちは村長の家に泊めていただいた。室内は暑いから、
みんなでベッドを外に運んで、外で寝ることになった。

空いっぱいの星を見ながら「どうして僕は行動できないんだろう。戦争が
なくて最低限の衣食住もある。だったら、自分にとって本当に大切なこと
以外は、捨ててもいいんじゃないだろうか。実は、そのほうが人生を豊か
にしてくれるんじゃないだろうか」と考えていた。

そして、川原先生がふとした時に言われた
「まずは自分のやれることをやりなさい。そのあと、みんなの力が
集まればすごい力になるから」という言葉をかみしめていた。

ボロボロの背中を、意外と人は見てくれているのかもしれない。

写真いちばん右：川原尚行 医師

（本書より抜粋要約）

小学校を建てた責任があるので、僕はカンホジ゙ア゙へ通って、継続支援を続けていた。
といっても、1年に1回がやっとだけど......

2014年2月に小学校を訪れた際、村長から数日前、生後22日目の赤ちゃんが肺炎で亡くなったことを聞いた。
赤ちゃんのお母さんが、お墓の前で泣いている姿を見た時、「かわいそうだなー」と思ったと同時に

「でも、僕には何もできないしなー」と思った自分にびっくりした。

ポキッ

心が折れる音が聞こえた。

もし、それで失敗したのなら、仕方ない。今まで自分の見てきた
ことややってきたこと、うまくいかなかったこと、思いを述べ、
カンボジアの僻地の現状を変えるには新生児蘇生法が必要である
こと、嶋岡先生の力を必要としていることを詰め込んだ。
そして、最後に「亡くなる赤ちゃんを少しでも減らすために、
力を貸してください」と書いてメールを送った。

５分後に、嶋岡先生から連絡がきた。「やります。協力します」

カンボジアに小学校を建設した時も、本を出版した時も、

いつも自分がボロボロの時にだけ、救世主は現れる。
もうやめようと思うギリギリのところで、手伝ってくれるのだ。
ボロボロの背中を、意外と人は見てくれているのかもしれない。

みんなの力で作り上げた
カンボジアのサンブール保健センター


